
再審における
証拠開示制度の整備

検察官の役割の確認
及び再審開始決定に
対する検察官の
不服申立ての禁止

再審請求人に対する
手続保障を中心とする

手続規定の整備

白鳥・財田川決定の
趣旨の明文化と

再審請求の理由の拡大

裁判所の
公正・適正な判断を
担保する制度の整備

刑の執行停止に
関する規定の整備

刑事再審に関する刑事訴訟法等改正意見書
2023年（令和5年）2月17日

刑事訴訟法
｢第4編再審｣は

70年以上、一度も
改正されていない

再審請求審の審理は
裁判所の裁量に

委ねられ､証拠開示の
基準や手続も

定められていない

法制度の不備が
えん罪被害者の
救済を妨げていて

速やかな法改正が必要

えん罪救済を阻む現行の刑事訴訟法

刑事再審は､誤判によるえん罪被害者を救済する
最終手段

刑事訴訟法改正により公平・公正な裁判へ

2023年（令和5年）7月13日改訂
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